
様式第５号（第９条関係） 

三 芳 政 発 第 ８ 号 

 令和５年４月１２日 

公募型プロポーザル方式による提案者募集に関する公表 

 

プロポーザル選定委員会 委員長 

 

三芳町プロポーザル方式業者選定実施要綱第９条の規定に基づき、下記のとおり提案

者を募集します。 

 

１ 業務概要 

(1) 業務名 

  三芳町地域公共交通計画策定支援業務 

 

(2) 業務目的 

   人口減少社会の到来や新型コロナウイルス感染症の感染拡大等による社会情勢

の変化に伴い、地域公共交通の利用者は減少傾向にある。 

   一方、少子高齢化の進展に伴い、高齢者等の移動手段として地域公共交通に求め

られる役割は増大している状況となっている。 

   本業務は、地域の現状や住民のニーズ等について調査・分析を行い、三芳町の将

来に向けて持続可能な地域公共交通の構築を実現すべく、マスタープランとなる

「三芳町地域公共交通計画」を策定することを目的とする。 

 

(3) 契約期間 

  契約締結の日から令和６年３月３１日 

 

(4) 業務内容 

  三芳町地域公共交通計画策定支援業務委託仕様書（別紙１）のとおり 

 

(5) 委託予定額 (ただし、記載の有無は、選定委員会で決定する。) 

  １１，５５０，０００円（税込） 

   令和５年度 ６，９４１，０００円 

   令和６年度 ４，６０９，０００円 

   ※令和６年度予算は議会の議決により決定する。 

 

(6) 業務実施上の条件 

   埼玉県若しくは東京都に本社又は営業所を有し、過去５年間において国又は地方

自治体における地域公共交通計画等に関する計画策定業務の実績を有しているこ

と。 

 



(7) 業務所管課 

  三芳町地域公共交通協議会事務局（三芳町政策推進室） 

 

(8) その他必要事項 

   無 

 

２ 参加申込書に関する事項 

(1) 参加申込書の作成様式 

   参加申込書(様式第６号)          １部 

   提案者概要・技術資料(様式第１３号)    １部   

 

(2) 提出期限、場所及び方法 

   ア 提出期限：令和５年５月１０日（水）１７時００分 

   イ 提出場所：入間郡三芳町大字藤久保1100-1 

   ウ 提出先メールアドレス：seisaku@town.saitama-miyoshi.lg.jp 

   エ 提出方法：持参もしくはＰＤＦデータによる電子データの提出とする。ただ

し、提出期限必着とし、ＰＤＦデータでの提出の場合は必ず到着

を確認するものとする。 

 

(3) 参加申込の資格要件 

   ア 対象業務における三芳町競争入札参加資格者名簿に登載されていること。 

   イ 三芳町指名停止基準の別表第１又は別表第２の各号に掲げる措置要件のい

ずれにも該当しない者。 

 

３ 提案者の選定に関する事項 

(1) 提案者を選定するための基準 

評価項目 評価の視点 評価の指標 

業務実績 参加事業者の業務実績 過去の同種又は類似業務の実

績 

業務遂行力 

業務経歴 

専任性 

主任技術者 技術者が有する技術者資格及

び専門分野の内容 

手持ち業務の件数 

照査技術者 技術者が有する技術者資格及

び専門分野の内容 

担当技術者 技術者が有する技術者資格及

び専門分野の内容 

実施体制 スタッフの充実度・実施体制 技術者・従事予定者等、実施

体制の妥当性 

 

(2) 非選定理由に関する事項 



  参加申込書を提出した者のうち、提案者として選定されなかった者に対しては、非

選定理由を書面により、選定委員会(所管課)から通知する。 

 

４ 提案書の作成に関すること 

(1) 提案書の作成様式、提出部数 

   任意様式による提案書（Ａ４版）         ９部 

   同内容のＰＤＦデータによる電子データ      １部 

   ※仕様書に基づき企画提案書を作成すること。 

   ※正本１部、副本８部とし、副本については社名を記入せず、提案者が特定され

ない状態で提出すること。 

   見積書（様式任意）               １部 

 

(2) 記載上の留意事項 

   以下の項目内容は、必須とする。 

   ア 実施体制 

   イ 実施及び取組方針 

   ウ 業務スケジュール（２か年分） 

   エ 町民アンケートの実施手法 

   オ 具体的な施策の検討・立案手法 

   カ 三芳町地域公共交通協議会の運営支援手法及び進め方 

   キ 参考見積書（２か年分：令和５年度、６年度での内訳含む） 

   ク その他特に提案すべき内容 

 

(3) 提案書の提出期限、場所及び方法 

   ア 提出期限：令和５年６月２日（金）１７時００分 

   イ 提出場所：入間郡三芳町大字藤久保1100-1  

   ウ 提出先メールアドレス：seisaku@town.saitama-miyoshi.lg.jp 

   エ 提出方法：持参もしくは郵送による提出とする。ただし、提出期限必着とし

郵送の場合は必ず到着を確認するものとする。 

 

(4) 提案のプレゼンテーション 

   ア 発表日：令和５年６月１３日（火） 

   イ 発表場所：三芳町役場本庁舎３階会議室 

   ウ 発表方法：プレゼンテーション及びヒアリングによる提案説明 

   エ 発表時間：３０分程度 

   ※プレゼンテーションに欠席した場合は、委託に応じる意思が無いものとみなす。 

 

(5) 提案書を採用するための評価基準 

   ア 業務実績等に対する評価 

評価項目 評価の視点 評価の指標 



業務実績・業務遂

行力・業務経歴・

実施体制等 

参加事業者の業務実績 過去の同種又は類似業務の実績 

主任技術者 技術者が有する技術者資格及び

専門分野の内容 

手持ち業務の件数 

照査技術者 技術者が有する技術者資格及び

専門分野の内容 

担当技術者 技術者が有する技術者資格及び

専門分野の内容 

実施体制が充実しているか 実施体制 

   イ 提案内容に対する評価 

評価項目 評価の視点 評価の指標 

業務内容の理解

度 

仕様書に記載した全ての業務内

容について、趣旨を理解し提案

されているか 

実施及び取組方針 

作業工程 具体性、妥当性の高い作業工程

となっているか 

業務スケジュール（２か年分） 

計画策定に向け

た評価検証 

関係者及び事業者ヒアリングや

町民アンケート、各種統計デー

タ、過去の実証実験結果等を活

用して検討を行うことになって

いるか 

町民アンケートの実施手法、具体

的な施策の検討・立案手法 

目指す将来像、基

本方針、目標の設

定 

町民アンケートの結果や各種デ

ータ等を踏まえ、課題を明確に

し、課題解決に直結する基本方

針及び目標の設定が検討されて

いるか 

各種会議等の実

施、運営支援 

パブリック・コメントや三芳町

地域公共交通協議会を実施する

にあたり、専門的な知見を活か

した運営支援手法や進め方が提

案されているか 

三芳町地域公共交通協議会の運

営支援手法及び進め方 

   

 

   ウ 参考見積価格 

評価項目 評価の視点 評価の指標 

見積書 価格の競争性 参考見積書 

   エ プレゼンテーション・ヒアリングの評価 

評価項目 評価の視点 評価の指標 

説得力 説明が論理的で納得できるか 
プレゼンテーション内容 

資料調整能力 プレゼンテーション資料が分かり



易いか 

協調性 
冷静に議論できるか、意思疎通が容

易かどうか 
質問に対する受け答え姿勢 

 

(6) 提案者の内定方法 

  三芳町プロポーザル方式業者選定実施要綱第14条に基づき、プロポーザル選定委員

会の審査を経て、提案者を内定する。 

 

(7) 提案書の不採用理由に関する事項 

提出した提案書が採用されなかった者に対しては、採用されなかった旨とその不採

用理由を書面により、審査委員会(所管課)から通知する。 

 

５ 提案の内定者に関する事項 

所管課と内定者は、発注業務の仕様内容について協議し、その内容を決定する。そし

て、所管課は、業務仕様内容が決定し、業務の発注が整った段階で、内定者と随意契約

により契約を締結する。 

 

６ 本公表内容についての問い合わせ先 

 〒354-8555 入間郡三芳町大字藤久保1100-1     

TEL 049-258-0019（内線424）  

e-mail seisaku@town.saitama-miyoshi.lg.jp 

 

７ その他の留意事項 

(1) 提出期限までに参加申込書を提出しない者及び提案者に選定された旨の通知を

受けなかった者は、提案書を提出することができない。 

(2) 参加申込書及び提案書の作成及び提出に関する費用は、提案者の負担とする。 

(3) 参加申込書及び提案書に虚偽の記載をした場合には、参加申込書及び提案書を無

効とし、その提出者を失格とする。 

(4) 提出期限後における参加申込書及び提案書の差替え及び再提出は認めない。 

(5) 提出された参加申込書及び提案書は返却しない。なお、提出された参加申込書及

び提案書は、提出者に無断で使用しない。 

(6) 提案書に記載した予定技術者は、病休、死亡、退職等の極めて特別な場合を除き、

変更できない。 

(7) 選定経過の透明性を確保するため、必要な限度で参加者ごとの評価結果を事後に

公表することがある。 

以 上 


